
平成１９年度の行動計画の評価表           鈴鹿市立鼓ヶ浦小学校 

 行動計画の目標 具体的方策 評価指標 達成状況 成果や課題，今後の方針 外部評価 

 

 

学

校

運

営 

学習者等のニーズ・児童の実態把握 

 

＜学校運営の基になるこの取組みを充実さ

せ，より正確な実態把握を行うことが不可欠

である。＞ 

児童・保護者・地域へのア

ンケート調査の改善（重要

な項目に限定，分析を容易

に） 

「活用しやすいアンケートに改善し，

より正確な実態把握につとめている

か」職員評価が４段階３以上８０％ 

学校経営品質評価「学校経営に

必要な情報データを的確に収集

しているか」で，３（概ねでき

ている）以上が９３％。本校の

強みとして「アンケートを見直

し，必要なデータを収集しよう

としている」との評価あり。 

今年度，従来のアンケート項目を大幅に見直

し，分かり易く，活用しやすいアンケートへ

の改善活動に取り組んだ。今後，このアンケ

ートを基に比較・分析を続け，教育活動の改

善につなげたい。 

║ 分かり易く活用しやすいアンケ 

ートに改善し，正確な実態把握に

努めていることを評価します。 

この中から何人かを選んで面接

し，直接生の声を聞くことも大切

です。 

║ マニュアルを身近に置いて常に 

確認する取組も評価できます。 

１日に何回使ったか，どの項目

がよく使われたかを追跡調査すれ

ば、次の改善に役立つものと考え

ます。 

║ 職員評価の低い点について，本年 

度中に検討し，次年度の具体的取

組につなげることが大切です。 

全職員の共通理解・一貫教育による教育効果

の向上 

 

＜全職員が共通理解を図り，本校としての一

貫教育をチームワーク良く行うことが何より

も大切である。そのためには「教育計画・危

機管理マニュアル」の作成・携帯が不可欠で

ある。＞ 

客観的データを基にした

「教育計画・危機管理マニ

ュアル」の作成と携帯・活

用 

「全職員が作成参画，携帯・活用」 全職員の作成参画および携帯に

ついては一応達成できた。学校

経営品質評価における本校の強

みとして「マニュアルを作成し

目指す方向を示そうとしてい

る」との評価あり。 

左記のように一応達成できた。しかし，本取

組みのねらいは「全職員の共通理解・一貫教

育による教育効果の向上」である。このこと

については，職員評価が３（概ねできている）

以上が５５．６％と低い。今後，チームワー

クの向上に向け，作成参画や活用に対する意

識の高揚，必要事項の明文化，十分な協議等

により改善していきたい。 

 

 

学

習

指

導 

基礎基本の定着・向上，自ら学ぶ力やコミュ

ニケーション能力の育成 

 

＜「生きる力，人間力の育成」が学校教育の

目指す中心課題である。その育成ためには「自

ら学ぶ力」が求められる。また，本校には，

コミュニケーション能力が乏しい児童が目立

ち，そのことが原因でトラブルの発生も多い。

コミュニケーション能力の育成も大きな課題

である。これらを育成するための基になる力

が「基礎学力の向上・定着」である。ＣＲＴ

の結果も踏まえ，上記目標を設定した。＞ 

朝学習「いきいきタイム」

（国語科を中心とした教

育課程外の補充学習 毎

日１５分間）の取組み 

「朝の学習に集中して取り組んでいま

すか」児童評価が４段階３以上８０％ 

児童評価が８６％  

（換算値１０８％） 

基礎学力の定着・向上に向け，さらに継続・

充実させていきたい。 

║ 「読み・書き・計算」を中心とし 

た基礎学力の定着・向上度の確認

方法の検討が大切です。また，読

書が好きでない子 9%の状況把握と

個に応じた取組を期待します。 

║ コミュニケーション能力を育成 

 するための基になる力を基礎学力   

 の定着・向上と捉え，全校挙げて 

 継続して取り組んでいることを高 

 く評価します。 

・ 国語辞典の携帯・活用は，大切

なことです。活用度習熟度を調査

したり，辞書を使ったゲームによ

り，関心を高めたりすることも必

要であると考えます。 

║ 指導技術の向上を図る成果指標 

 の設定( 指導主事等) も大切です。 

「朝の学習で本を読むことは好きです

か」児童評価が４段階３以上８０％ 

児童評価が９１％ 

（換算値１１４％） 

今後も学級文庫の充実を図ったり，読み聞か

せボランティアの協力を得たりしながら，児

童評価１００％を目指したい 

国語辞典の活用 「全児童が携帯・活用」「辞書引きなど

で，自分の知っている言葉が増えまし

たか」児童評価４段階３以上８０％ 

全児童が携帯・活用 

児童評価が９１％ 

（換算値１１４％） 

本年度より１年生から６年生までの全児童に

携帯・活用させることにした。進んで辞書を

引く姿が見られ，教育効果を期待したい。 

はげみ学習（算数科を中心

とした補充学習）の実施 

月１回の実施（学習ボランティアの協

力も得ての教育課程外の取組み） 

月１回の実施 基礎学力の定着・向上に向け，さらに継続・

充実させていきたい。 

国語科の研究授業を通し

た研修の充実 

全職員が研究授業を実施（指導主事や 

講師の指導・助言も得て） 

各クラスで実施（年１回以上） 指導主事等の指導を得て研究授業を通した研

修を行った。今後も「鈴鹿市教育研究会の研

究委託校」「県の学校の教育力向上支援事業

重点支援校」とし研修の充実に努めたい。 

 

 

環

境 

・

安

全

教

育 

本校の特色を生かした教育活動の充実（体験

を通した環境教育や児童会活動） 

 

＜本校区は新興住宅地域であり，歴史・文化

面では，子どもたちに活用させられる地域教

材がない。しかし，すぐ近くに鼓ヶ浦海岸が

あり，環境学習の教材として，かつ，本校教

育の活性化に有効であるととらえた。「外遊

び」「あいさつ」「トイレの美化」の取組みは，

本校教育に欠かせないものであり，児童会を

中心に活動させたいと考えた。＞ 

鼓ヶ浦海岸等を教材とし

た体験的環境教育の充実 

職員評価が４段階３以上８０％ 職員評価は５段階３（５つの学

年 ４（１つの学年） 

学年によって多尐の差はある。学習ボランテ

ィア等の支援もあり。充実させていきたい。 

║ 「あいさつ」は，家庭の躾として 

のスタンスが大切です。「トイレを 

きれいに」の目標は，適切です。 

絵画や花を飾るなどの環境整備を

しては，どうでしょう。 

║ 「たてわり班」活動は、異年齢 

で活動する経験が尐ない中，価値

があると考えられます。今後は、

「外遊び」や「砂の造形活動」等

以外の学校生活でも取り入れて 

いくと，一層効果が上がるのでは 

 ないでしょうか。 

・ 体験学習の時間では，海岸での 

 活動外の施設見学も取り入れると

より学習の幅が広がるでしょう。 

║ 安全・安心への取組意識は高い 

 ものがあります。事故が発生する 

 までの対策は十分と思われますが 

 事故発生後のマニュアルと訓練も 

 必要です。 

║ 成果指標において，たてわり班活 

動，安全面の取組，ホイッスル携

帯，ヘルメット着用等へのさらな

る課題把握と，具体的改善方策の

検討が必要です。 

児童＜会＞が主体となっ

た生活・環境改善（外遊

び・あいさつ・トイレの美

化） 

「たてわり班活動は楽しいですか」児

童評価が４段階３以上８０％ 

児童評価が８２％ 

（換算値１０２％） 

今後も「外遊び」「砂の造形活動」等を通し，

それぞれの学年としての自覚や関わり方を楽

しく学ばせたい。 

「元気なあいさつを進んでしている」

保護者・児童・地域評価が４段階３以

上９０％ 

児童評価８８％，保護者評価８

０％，地域評価８２％（平均が

８３％，換算値９２％） 

職員評価「あいさつの習慣が身につくよう指

導している」は９０％であり，さらに指導の

充実を図りたい。同時に，保護者への啓発や

地域への協力依頼も続けたい。 

「トイレをきれいに使おうとしていま

すか」児童評価が４段階３以上８０％ 

児童評価が９４％ 

（換算値１１８％） 

「トイレをきれいに使おう」という児童の意

識は結構高い。今後もスリッパの整頓やトイ

レ清掃指導，壁の補修等に努力したい。 

安全への意識（自分の命は自分で守る）や実

践力の向上 

 

＜本校区は，すべて鼓ヶ浦海岸近くの低地の

住宅地である。そのため，夏場は道路が冠水

することもあり，登下校がきわめて危険な状

況も発生している。また，防犯・交通安全面

でも不安がある。自転車乗車時にヘルメット

を着用する児童はほとんどいなかった。防犯

ホイッスルの携帯率も良好とは言えない。＞ 

防災・防犯・交通安全に関

わる体験的学習の充実（地

域との連携を通して） 

それぞれ年 1 回以上実施 

「安全への取組み」保護者・地域評価

が４段階３以上８０％ 

それぞれ年 1 回以上実施 

地域の防災学習会にも自主参加 

２者平均で９５％ 

保護者や地域の方々の「安全面の取組み」評

価は高い。また，職員評価も８９％であり，

体験的学習の充実も含め努力していきたい。 

ヘルメットの着用・防犯ホ

イッスルの携帯の推進 

「ホイッスルをつけて・・」児童評価

が４段階３以上９０％ 教室でのチェ

ックで９０％ 

児童評価が８４％（換算値９

３％）正門前等でのチェックで

もほぼ同数 

各学級や集団下校時での指導，保護者への啓

発等に努めたい。なぜ携帯できないのかの分

析・意識高揚に向けた調査も始めた。 

自転車に乗る時は必ずヘルメットを着

用するように指導の徹底を図る。 

「ヘルメットを着用して・・」児童・

保護者評価が４段階３以上９０％ 

本年度からヘルメットの着用を

校則として定めた。児童評価８

９％，保護者評価が９５％ 

平均で９２％（換算値１０２％） 

 

本年度より児童の命を守る取組みとしてヘル

メットの着用を校則として定めた。今後も保

護者への啓発等に努めたい。なぜ携帯できな

いのかの分析・意識高揚に向けた調査も始め

た。 



 


